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 [緒言]本研究室では、籾殻原料となる炭素材料に対してアルカリ試薬を混合して焼成し、水素を

大量吸着可能な高比表面積ナノポーラスカーボン(NPC)を得ている 1)。更に最近、作製した NPC

の水の脱吸着挙動から、水吸着前は低密度なアモルファスな構造をもつが、水吸着時には高密度

な規則的な構造に変化する、二面性を持った構造モデルを想定している 2)。つまり、低密度構造

の NPC は、しなやかに構造変態することで、高密度構造 NPC より吸着質を大量に吸込み層間凝

集エネルギーでかかえ込むのではないかと考えている。本研究ではアルカリ賦活強度が異なる籾

殻由来 NPC を合成、その比表面積と真密度を算出した。 

[実験方法] 籾殻の炭化には回転ドラム式の籾殻燻炭製造機(武井建設社製)を用いた。炭化した籾

殻と水酸化カリウム(KOH)を適切な重量比で混合し、それにより異なる賦活強度で 850℃、2 h、

半密閉大気雰囲気下の条件で調製し、NPC を作製した。以下、作製した NPC の呼称を KOH の添

加倍量に応じて KOH-1、KOH-2、KOH-5 とする。作製した NPC は、高精度比表面積・細孔径分

布測定装置(マイクロトラック・ベル製、BELSORP-max)にて、比表面積を窒素 BET 吸着法により

評価した。NPC 2.0 g を真密度測定装置の試料管内に充填し、真空加熱 100 Pa, 150℃, 1h で脱ガス

を行った。その後 He を試料管に加圧導入し、定容積膨張

法による容器内の圧力の差から NPC の真密度を算出した。

測定は 6 回実施し、その平均値を値として採用した。 

[結果と考察] Table 1に作製した NPCについて真密度測

定結果を示す。作製した NPC の真密度は、KOH-1 が 2.20 

g/cm3、KOH-2 が 2.36 g/cm3、そして KOH-5 が 1.62 g/cm3

だった。また、この時の比表面積はそれぞれ 664 

m2/g、1114 m2/g、2216 m2/g であった。Figure 1 に作

製した NPC の真密度と比表面積の関係を示す。

KOH-5 は，比較的真密度が低く、比表面積が高い。

一方、KOH-1 と KOH-2 は真密度が高く、比表面積

が比較的に低い。つまり、作製した NPC は、黒鉛

(2.26 g/cm3)に近い高密度構造と、それとは異なる低

密度構造に分類できると考えられる。 
Fig.1.ナノポーラスカーボンの 
   真密度と比表面積の関係. 

KOH-1 

KOH-2 

KOH-5 

Sample KOH-1 KOH-2 KOH-5
1 2.24 2.36 1.62
2 2.20 2.38 1.63
3 2.23 2.37 1.61
4 2.19 2.38 1.62
5 2.17 2.36 1.62
6 2.20 2.33 1.64

Ave. 2.20 2.36 1.62

Table 1. NPC の真密度. 
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